
第１５号議案 

   足立区ＮＰＯ活動支援センター条例 

 上記の議案を提出する。 

  平成１５年２月２５日 

            提出者 足立区長  鈴 木 恒 年 

 

   足立区ＮＰＯ活動支援センター条例 

 （目的） 

第１条 この条例は、足立区ＮＰＯ活動支援センター（以下「ＮＰＯ活 

 動支援センター」という。）を設置することにより、地域社会を支え 

 るＮＰＯ活動を支援し、もって区民福祉の向上に寄与することを目的 

 とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において「ＮＰＯ活動」とは、自発的な意思により社 

 会貢献活動を行う団体による活動で、特定非営利活動促進法（平成１ 

 ０年法律第７号）第２条第１項に規定する特定非営利活動に該当する 

 ものをいう。 

２ この条例において「区民」とは、足立区の区域内（以下「区内」と 

 いう。）に居住する者をいう。 

 （名称及び位置） 

第３条 ＮＰＯ活動支援センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

 名称 足立区ＮＰＯ活動支援センター 

 位置 東京都足立区梅田七丁目１３番１号 

 （事業） 

第４条 ＮＰＯ活動支援センターは、第１条に規定する目的を達成する 

 ため、次に掲げる事業を行う。 

 （１） ＮＰＯ活動に関する情報、資料の収集及びこれらの提供に関 

    すること。 



 （２） ＮＰＯ活動を支える人材育成に関すること。 

 （３） ＮＰＯ活動に関する相談事業に関すること。 

 （４） 関係機関との連携及び調整に関すること。 

 （５） 施設の提供に関すること。 

 （６） 前各号に掲げるもののほか、区長が必要と認める事業 

 （施設） 

第５条 ＮＰＯ活動支援センターには、次に掲げる施設を設ける。 

 （１） 会議室 

 （２） ＮＰＯ相談室 

 （３） 情報コーナー 

 （４） その他区長が定める施設 

 （休館日） 

第６条 ＮＰＯ活動支援センターの休館日は、次のとおりとする。ただ 

 し、区長が必要と認めるときは、これを変更し、又は臨時に休館日を 

 定めることができる。 

 （１） 日曜日及び月曜日 

 （２） 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に定 

    める休日 

 （３） １月２日及び同月３日 

 （４） １２月２９日から同月３１日まで 

 （開館時間） 

第７条 ＮＰＯ活動支援センターの開館時間は、午前９時から午後８時 

 までとする。ただし、区長が必要と認めるときは、開館時間を変更す 

 ることができる。 

 （使用者の範囲） 

第８条 第５条第１号及び第２号の施設を使用できる者は、事務所の所 

 在地を区内に置きＮＰＯ活動をする団体又は団体を結成しようとする 

 区民とする。ただし、区長が特に認める場合は、この限りでない。 



 （使用の承認） 

第９条 第５条第１号の施設を使用しようとする者は、あらかじめ区長 

 の承認を受けなければならない。 

２ 区長は、前項の承認に際し、管理上必要があると認めるときは、条 

 件を付すことができる。 

 （使用の不承認） 

第１０条 区長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用の承認 

 をしないものとする。 

 （１） 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認 

    められるとき。 

 （２） 施設の管理上支障があると認められるとき。 

 （３） 前２号のほか、区長が使用を不適当と認めるとき。 

 （使用料） 

第１１条 第９条第１項の承認を受けた者（以下第１７条を除き「使用 

 者」という。）は、別表に定める使用料を前納しなければならない。 

 ただし、区長が特別の理由があると認めるときは、使用料を減額し、 

 又は免除することができる。 

 （使用料の不還付） 

第１２条 既納の使用料は、還付しない。ただし、区長が特別の理由が 

 あると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

 （使用権の譲渡等の禁止） 

第１３条 使用者は、ＮＰＯ活動支援センターの使用の権利を譲渡し、 

 又は転貸してはならない。 

 （設備の変更等の禁止） 

第１４条 使用者は、施設等に特別の設備をし、又は変更を加えてはな 

 らない。ただし、あらかじめ区長の承認を受けたときは、この限りで 

 ない。 

 （使用承認の取消等） 



第１５条 区長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用の承認 

 を取り消し、又は使用を停止し、若しくは使用を制限することができ 

 る。 

 （１） 第９条第１項の規定により承認を受けた使用の目的以外の目 

    的に施設を使用し、又は使用しようとするとき。 

 （２） 偽りその他不正な手段により第９条第１項の承認を受けたと 

    き。 

 （３） この条例又はこの条例に基づく規則若しくは第９条第２項の 

    規定により付した条件に違反し、又は区長の指示に従わないと 

    き。 

 （４） 第１０条第１号又は第２号に該当するとき。 

 （５） 災害その他の事故により施設の使用ができなくなったとき。 

 （６） 前各号のほか、区長が必要と認めるとき。 

 （原状回復の義務） 

第１６条 使用者は、施設等の使用を終了したときは、速やかに原状に 

 回復しなければならない。前条の規定により使用の承認を取り消され、 

 又は使用を停止され、若しくは使用を制限されたときもまた同様とす 

 る。 

 （損害賠償の義務） 

第１７条 施設の使用者は、ＮＰＯ活動支援センターの使用に際し、施 

 設及び付帯設備等に損害を与えた場合は、区長が相当と認める損害額 

 を賠償しなければならない。ただし、区長がやむを得ない理由がある 

 と認めるときは、その額を減額し、又は免除することができる。 

 （入館の拒否等） 

第１８条 区長は、ＮＰＯ活動支援センターの秩序を乱し、又は乱すお 

 それのある者に対し、入館を禁じ、又は退館させることができる。 

 （委任） 

第１９条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 



   付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成１５年６月１日（以下「施行日」という。）から 

 施行する。ただし、付則第３項の規定は、平成１５年４月１日から施 

 行する。 

 （経過措置） 

２ 前項の規定にかかわらず、平成１５年５月１日から施行日までの間、 

 使用者がこの条例施行の際に使用承認の要件を満たしていることを条 

 件として、条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、使 

 用の承認をすることができる。 

 （足立区地域学習センター条例の一部改正） 

３ 足立区地域学習センター条例（平成１３年足立区条例第３４号）の 

 一部を次のように改正する。 

  第２条の表中 

 「 

同  梅田地域学習センター 同     梅田七丁目３３番１号  

 分館 同     梅田七丁目１３番１号  

                                                                                                                                           

                     」  

 「 

同  梅田地域学習センター 同     梅田七丁目３３番１号  に 

                                                                                                                                           

                     」  

 改める。 

別表（第１１条関係） 

使用区分 午  前 午  後 夜  間 全  日 

施設名 

午前９時から 

午後０時３０分

まで 

午後１時から 

午後４時３０分

まで 

午後５時から 

午後８時まで 

午前９時から 

午後８時まで 

を 



会議室 １，７００円 ２，２００円 ２，７００円 ６，０００円

  備考  

   （１） 使用時間には、準備及び後片付けの時間を含むものとす 

      る。 

   （２） ２以上の使用区分を引き続き使用する場合の中間時間に 

      ついては、使用料を徴収しない。 

 

 （提案理由） 

 ＮＰＯ活動支援センターを開設する必要があるので、この条例案を提

出いたします。 


